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気候変動予測データに採用されているシナリオについて①

１



気候変動予測データに採用されているシナリオについて②

出典：気象庁

排出シナリオ（ＳＲＥＳ）毎の(a)ＣＯ２排出量、 (b)ＣＯ２濃度予測

Ａ１ＢシナリオはＣＯ２排出量が２１世紀半ば以降に減少するシナリオである。
Ａ２ シナリオはＣＯ２排出量が上昇を続けるシナリオである。
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地域気候モデル（ＲＣＭ２０とＧＣＭ２０）

近年、より詳細な地域気候の予測が可能な
シミュレーションモデルも開発されている。

アジア域気候
モデル

全球モデルの
ため不要

側面境界条件

３６層６０層鉛直層数

格子数
129×129

格子数
1920×960

約20km約20km水平解像度

日本周辺全球計算の領域

RCM２０
（Regional Climate 
Model）

GCM２０
（General Circulation 
Model）

ＲＣＭ２０の境界条件の考え方

地域気候モデル

３



基本高水のピーク流量における気候変動の影響

各種予測検討では、降雨量が概ね１．０～１．２倍程度。地域によっては１．３倍、最大でも１．５倍程度。
そこで、計画降雨量に日単位を採用している全国の１級河川のうち９河川を抽出し、
計画降雨量を①１．１倍、②１．２倍、③１．３倍、④１．５倍とした場合の基本高水のピーク流量を試算した。

計画降雨量の増加と基本高水のピーク流量の変化
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※ 計画降雨量を1.1倍から1.5倍させ、基本方針策定時の流出モデルにより試算 河川局作成 ４



将来の降雨量の増加による治水安全度の低下

※1 現在の確率分布の中で外挿により求めた
※2 確率紙からの読み取り値 河川局作成 ５
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